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（No.　6）

Fireworksでボタンの作成

1. 矢印ボタンを作成してみる。

1 Fireworksドキュメントを、カンバスのサイズは幅：100ピクセル、高さ：50ピクセル、カンバスカラー：透明で、新規作成する。

2 ツールボックスの「ベクトル」グループで、（太い）「矢印」を選択する（「長方形ツール」など、他のものになっている場合は、プレス（長押し）して、表示されたメニューから選択する）。

3 カンバスでドラッグして、矢印を作成する。

4 ツールボックスの「選択ツール」（黒い矢印）を選択して、作成された矢印の位置や大きさをドラッグして調節する。

5 プロパティ・インスペクタで、フィルタの「＋」をクリックする。

6 ≪べベルとエンボス≫→≪ベベル（内側）≫を選択する。

7 表示されたダイアログボックスで、スムーズ、4（幅）、隆起を選択する。

8 プロパティ・インスペクタで、矢印に好きな色を設定する。

9 ツールボックスの「テキスト・ツール」（“T”というアイコン）をクリックする。

10 カンバスの矢印の上でドラッグしてテキストボックスを挿入し、その中にサイズ、フォント、色を適切に選んで、「Next」という文字を入力する。

11 ツールボックスの「選択ツール」（黒い矢印）を選択して、入力されたテキストボックスの位置をドラッグして調整する。

12 メニューバー≪フォルダ≫→≪別名で保存…≫を選択する。

13 「next.png」というファイル名で、「WebPub」フォルダ内の「FW」フォルダ内に保存する。

2. ロールオーバーイメージ用の画像の作成

ロールオーバーイメージは、ボタンなどにマウスのポンターを重ねると、別のイメージを表示することで、ボタンが光ったり、色が変わったりしたように見える画像のことである。

従って、元のイメージと、ロールオーバーのイメージの2種類のイメージ（画像）を作成しなければならない。

1 next.pngを開く。

2 レイヤーパネルで「レイヤー１」を右クリックし、≪レイヤーを複製…≫を選択して、複製を作成する。

3 複製されたレイヤーの名前「レイヤー２」をダブルクリックして、「over」に変更する。

4 「over」レイヤーだけを表示して編集可能とする。

5 矢印の画像を選択し（うまくいかないときは、レイヤーパネルで、「over」レイヤーの「矢印　自動シェイプ」をクリックすると良い）、プロパティ・インスペクタで、追加されているフィルタ「ベベル（内側）」をダブルクリックする。

6 表示されたダイアログボックスで、「隆起」から「反転済み」を変更する。（ついでに、テキストボックスの文字「Next」の色も変えると面白い）

7 ここで、一度保存する。

3. 画像の書き出し

元のイメージをロールオーバーイメージは、同じカンバスサイズでなければならない。なるべく画像のサイズを小さくするために、画像のカンバスサイズを小さく切り取ってから、書き出すことにする。

1 すべてのレイヤーを表示する。

2 ツールボックスの「切り抜きツール」をクリックし、切り抜く範囲をドラッグする。（範囲を示す枠のハンドルをドラッグして、位置と大きさを調節する。）

3 切り抜きの範囲の枠内をダブルクリックする。

4 「レイヤー１」だけを表示する。

5 メニューバー≪ファイル≫→≪画像プレビュー…≫を選択する。

6 形式：GIFとして、後はそのままとする。

7 「next.gif」というファイル名で、作業フォルダ「WebPub」の中の「kkimages」フォルダの中に書き出す（[書き出し…]ボタンをクリック）。

8 同様に、「over」レイヤーだけを表示する。

9 メニューバー≪ファイル≫→≪画像プレビュー…≫を選択する。

10 形式：GIFとして、後はそのままとする。

11 「next_over.gif」というファイル名で、作業フォルダ「WebPub」の中の「kkimages」フォルダの中に書き出す（[書き出し…]ボタンをクリック）。

12 Fireworksを終了する。

Dreamweaverでロールオーバーイメージの設定

kingofkings1.htmlの「[つづく]」の代わりに、上で作成したボタンをつけることにしよう。

4. ロールオーバーイメージの挿入

1 デザインビューでkingofkings1.htmlの一番最後にカーソルを移動する。

2 挿入パネルで、「イメージ」をプレス（長押し）して、≪ロールオーバーイメージ≫を選択する。

3 「ロールオーバーイメージの挿入」ダイアログボックスで、「イメージ名」は変更せず（Image5とかになっている）、「元のイメージ」の右側にある[参照]ボタンをクリックして、上で作成したnext.gifを指定する。

4 同様に、「ロールオーバーイメージ」の右側にある[参照]ボタンをクリックして、next_over.gifを指定する。

5 「代替テキスト：つづく」とする。

6 [OK]ボタンをクリックする。

7 「ライブビュー」をオンにして、動作を確かめる。

5. リンクの設定

[つづく]の代わりに、next.gifでリンクすることにしよう。

1 デザインビューで挿入されたnext.gifをクリックして選択する。

2 プロパティ・インスペクタで（IDは、先ほどのイメージ名のImage5とかになっている）、リンク先をkingofkings2.htmlにする。

3 さらに、「行揃え：中央（絶対的）」にする。

4 ページの古いリンクのある文字列である[つづく]を削除する。

6. 問題

1. 左向きの矢印とそのロールオーバーイメージを、各々prev.gif、prev_over.gifという名前で、Fireworksで作成しなさい。

2. Dreamweaverで、kingofkings2.htmlの[最初のページに戻る]の代わりに、prev.gif、prev_over.gifとでロールオーバーするイメージのリンクを作成しなさし。prev.gifの代替テキストは、「最初のページに戻る」とすること。

テーブル（表）の作成とタグセレクタの活用

テーブルを表示するタグは、<table>～</table>である。テーブル内の行は、<tr>～</tr>で作成される。行内の列は、<td>～</td>または<th>～</th>で作成される。このように、テーブルは、行と列といった要素からなっており、それらを操作することが必要となる。

デザインビューである程度直観的にこれらを操作することができるが、複雑なテーブルとなると、タグの見極めと選択ができるようになる必要があるので、その練習をしよう。

7. 3×3のテーブルを作成しよう。

1 Dreamweaverで、ドキュメントを新規作成（ページタイプ：HTML、レイアウト：〈なし〉）をし、table.htmlという名前で新規保存する。ドキュメントタイプは、HTML4.01 Transitionalにする。
2 タイトル（<title>～</title>）は、「無題ドキュメント」から「<table>の勉強」に変更する。

3 挿入パネルの≪テーブル≫をクリックする。

4 「テーブル」ダイアログボックスで、行：3、列：3、ボーダー：1ピクセル、セル内余白：10ピクセル、セル内間隔：5ピクセル、ヘッダー：なし、でテーブルを挿入する。

8. テーブルのタグの構造

コードビューでタグがどのようになっているか確認しよう。

<table  border=”1”  cellspacing=”5”  cellpadding=”10”>

<tr>

    <td>&nbsp;</td>　　　　←1行1列目
    <td>&nbsp;</td>　　　　←1行2列目
    <td>&nbsp;</td>　　　　←1行3列目
    </tr>

<tr>

    <td>&nbsp;</td>　　　　←2行1列目
    <td>&nbsp;</td>　　　　←2行2列目
    <td>&nbsp;</td>　　　　←2行3列目
    </tr>

<tr>

    <td>&nbsp;</td>　　　　←3行1列目
    <td>&nbsp;</td>　　　　←3行2列目
    <td>&nbsp;</td>　　　　←3行3列目
    </tr>

</table>

&nbsp;は、空白を意味するHTMLの予約語である。

9. テーブル全体の選択

（方法１）デザインビューで

1 表の境界線をクリックする。
（方法２）タグセレクタで

1 表のセル内をクリックする。すると、デザインビューのウィンドウの左下のタグセレクタに「<body><table><tr><td>」と表示される。

2 タグセレクタ「<body><table><tr><td>」の「<table>」をクリックする。

10. セルの選択

（方法１）デザインビューで

1 セルの中心から外側にドラッグする。すると、選択されたセルは太枠で表示される。

（方法２）タグセレクタで

1 表のセル内をクリックする。すると、デザインビューのウィンドウの左下のタグセレクタに「<body><table><tr><td>」と表示される。

2 タグセレクタ「<body><table><tr><td>」の「<td>」をクリックする。

11. 行の挿入

1 行を挿入したいセルを右クリックする。

2 ≪テーブル≫→≪行の挿入≫を選択する。

12. 行の削除

1 削除したい行のセルを右クリックする。

2 ≪テーブル≫→≪行の削除≫を選択する。

13. セルに、文字や画像を挿入することができる。

9つの各セルにsb.gifを挿入してみよう。

1 教材ボリュームから、sb.gifを作業フォルダの「WebPub」の中にコピーする。

2 9つのセルに、ファイル・パネルから、sb.gifをドラッグする。ただし、代替テキストは、以下のようにすること。

	左上
	中上
	右上

	左中
	中中
	右中

	左下
	中下
	右下


14. 列の幅の設定

1 1行1列目(<td>)を選択する。

2 プロパティ・インスペクタで、幅: 250ピクセルにする。

3 1行2列目(<td>)を選択する。

4 プロパティ・インスペクタで、幅: 250ピクセルにする。

5 1行3列目(<td>)を選択する。

6 プロパティ・インスペクタで、幅: 250ピクセルにする。

15. 行の高さの設定

1 1行目(<tr>)を選択する。

2 プロパティ・インスペクタで、高: 250ピクセルにする。

3 2行目(<tr>)を選択する。

4 プロパティ・インスペクタで、高: 250ピクセルにする。

5 3行目(<tr>)を選択する。

6 プロパティ・インスペクタで、高: 250ピクセルにする。

16. セル内の表示位置

画像のセル内の表示位置を指定できる。

1 セル(<td>)を選択する。

2 プロパティ・インスペクタで、横と縦を指定する。

（横、縦）を以下のようにせよ。

	（左、上）
	（中央、上）
	（右、上）

	（左、中央）
	（中央、中央）
	（右、中央）

	（左、下）
	（中央、下）
	（右、下）


17. 課題05（セルの選択がうまくできるか）

table.htmlの３×３の表の各セルを、好きな色（3色以上）で塗りつぶしなさい。

1行目





2行目





3行目








